
地域の皆さんへ

　かながわ支え愛プランは、「区計画」と「地区別
計画」により構成されています。

　「地区別計画」はそれぞれの地区の特性に合わせ、計画期間に地域が主体となって地域の課題解決に向けた
取組を進めるための計画です。第３期計画からは２１ある地区連合町内会エリアを単位として策定しました。
　「地区別計画」では、それぞれの地区の概要と5年間で目指すべき姿、目標及び具体的な取組などについて
まとめています。

かながわ支え愛プラン

かながわ支え愛プラン
第３期神奈川区地域福祉保健計画(平成28～32年度）

●区域・広域で行う取組
●区内の地区に共通する課題
●専門的支援が必要な取組

●２1の各地区の特性に
　応じた目標・取組
●地区住民が協働で作成
　した計画

地区名 目指す姿（スローガン） 地区名 目指す姿（スローガン）

概要版

区 区社協

協働・支援

地区別計画推進の主体
（各地区の皆さん・活動団体等）

「○○地区」（策定）
推進会議

協働・支援

21地区で
立ち上げ

地域ケアプラザ

子安通
１丁目

つながり　安心　支えあい　白幡

つながる　広がる　神奈川の「わ」

柔らかに、ゆるやかにつながるまち　幸ケ谷

向う三軒両隣　笑顔のあふれるまち　神西

助け合えるまち　交流のあるまち　菅田

助け上手、助けられ上手な街　羽沢

みんなでとりくむ「住みやすい町」三枚

お互いさまでつなげる、六角橋

つながり支えあうまち、神大寺

支え合う　笑顔のまち　新子安

みんながつながり、みまもりを進めながら、
お互いにささえあうまち　子安通1丁目

入江は  隣人の絆と連携から
笑顔が  あふれるまち

支え合う　「向う三軒両隣」のまち
神之木西寺尾

笑顔であいさつ松見町、住んでよかった松見町
～世代を超えて人・組織が活動し、支え合うまち～
～身近な支え合いでつくる笑顔と安心のまち、松見～

みんなで助けあう町　大口七島
「安心、安全な街」」を作るために、「共助」を
強化することを目標に把握、見守り、支え合いを
各自治会町内会で重点的に取り組む

神之木
西寺尾

大口・七島

新子安

入　江

松　見

白　幡

神奈川

幸ケ谷

神　西

誰もが住み慣れた地域で、安心して、心豊かに、
いきいきと暮らせるまちをつくろう

基本理念

かめ太郎
神奈川区マスコット
キャラクター

　区計画は、区内の団体の代表や福祉
施設関係者、学識経験者等で区域や各
地区の取組状況を確認し、推進について
検討します。
　地区別計画は、各地区で取組を進め
る関係者が集まり、情報共有や取組の
検討を行います。
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神奈川区福祉保健センター福祉保健課
〒221-0824

横浜市神奈川区広台太田町3-8

　 045-411-7136     045-316-7877

社会福祉法人 横浜市神奈川区社会福祉協議会
〒221-0825

横浜市神奈川区反町1-8-4 はーと友神奈川1F

　 045-311-2014     045-313-2420

浦島丘

青木第一

青木第二

三ツ沢

神　北

六角橋

神大寺

片　倉

菅　田

羽　沢

三　枚

見守りから広げよう！お互いの顔が
見えて、安心して暮らせるまち片倉

緩やかな繋がりで様々な人が地域で
支え合うまち青木第一

防災を通じた世代間交流のまち
　“青木第二”

多世代がゆるやかにつながって取組が
まち全体に広がるまち　三ツ沢

地域活動をつなぎ、伝える人材が育つまち
神北

つながりあって安心なまち　浦島丘

区域の推進主体
区域での活動団体

区・区社協・地域ケアプラザ等

「かながわ支え愛プラン」
策定推進会議

かながわ支え愛プランの推進

区計画の推進 地区別計画の推進

区計画 地区別計画

　これまでの取組の振り返りや、地区ごとに
実施した懇談会でのご意見等、地域の皆さん
の声を反映しています。

●

　区計画を「地域に主眼を置いた構成」とし、
支援が必要な人への取組の他、健康づくりな
どの予防施策や、地域で活動する担い手の育
成などについても記載しています。

●

　地域の皆さんにとって、より分かりやすく、
取り組みやすい計画とするよう、これまで区社
協が別途策定・推進してきた「区地域福祉活動
計画」と一体的に策定し、推進していきます。

●

　地域福祉保健計画は、“困ったときに助け合う関係づくり”や“お互いを認め合い
支えあう地域づくり”のためのものです。みんなで一緒に進めていきましょう。

第3期計画の特徴計画の構成

地区別計画

計画の推進

※各地区の詳しい内容については、計画冊子やホームページでご覧いただけます。



　様々な困難と向き合いながら生活している人が、地域で、いきいきと暮らすには、住民同士としての
相互理解や必要な情報を得ることが大切です。

住民だけでなく、企業、教育機関などへ認知症
や難病、障害などへの理解を啓発します。

誰もが共に生き、お互いを理解しあう環境
づくりへの支援

さまざまな人がつながり、お互いに
支えあうことができる地域づくりを
進めます

支援が必要な人が支援につながる仕組みづくり

地区社協は区内の21地区連合エリアで組織され、同じ地区に暮らす住民同士が、協働で福祉の取組を進める任意の組織です。*

お互いの理解を進め、必要な人に、
必要な情報を届けます

基本目標 ① 基本目標 ②

1

支援が必要な人が情報を得られる手段や機会
を増やします。

2 身近な地域の情報や福祉保健情報を
わかりやすく発信し、誰もが生活に必要な
情報を取得できるしくみづくり

当事者やその家族、多世代の交流を深める
取組
介護者のつどいの開催や、市立保育園の
園庭開放を行います。

1

認知症の方を、地域全体で
見守る仕組みなど、見守り
体制づくりを進めます。

2 見守りや支えあいが地域全体に広がる
仕組みづくり

　子どもや青少年の健やかな育ちや高齢者の地域での活躍など、全ての世代で、いきいきと
生活を送るには、心身の健康を保つことや人とのつながりや交流が大切です。

健やかで心豊かに生活できる地域づくり

誰もがいきいきと健やかに生活できる地域づくりを進めます

基本目標 

1

2

働き・子育て世代に多い病気の
対応や予防について、講演会等
を行います。

子どもから青少年まで健やかに育つ地域
づくり支援

乳幼児の親子が様々な人との交流や遊びの  
体験ができる場を充実させていきます。

働き・子育て世代などが健康を見直す機会
づくり

すぐ近くで仲間と一緒に続けられる介護予防
等の活動や、居場所づくりを進めます。

シニア世代がいつまでも自分らしく活躍
できる地域づくり

3

4

世代を超えて誰もが気軽に参加できるイベント
の開催や、仲間をつくる機会を増やします。

子どもからシニア世代まであらゆる人が
健やかに生活する環境づくり

　地域課題解決のために取り組む人材の支援や、新たな人材の育成、福祉施設、
企業、区、区社協等の連携を進め、地域全体の活力を高めます。

地域人材の育成

地域福祉保健活動を広げるための
環境づくりを進めます

地域を支える人材を支援する仕組みづくり

さまざまな人たちが地域と関わる
仕組みづくりを進めます

基本目標 ① 基本目標 ②

1

2

ボランティアや地域活動の担い手に関する
分析や把握を行い、担い手を増やす取組を 
進め 　ます。

地域を支える人材の活動支援

地域の活動者やボランティアなどの交流会等
を行い、スキルアップにつなげます。

連合町内会等と協働して、新たな地域活動
の担い手の発掘に取り組みます。

1

2

企業の地域貢献に関する相談
支援を行います。

事業者等との連携

地域福祉保健活動の充実

　町内会や*地区社協、民生委員・児童委員など、地域課題解決に取り組む
組織同士、相互の連携を強化することで地域の力も強くすることができます。

区、区社協、地域ケアプラザ等が
連携し、地域活動を支援します

身近な支えあいの仕組みづくりとそれを推進
する体制づくり

地域の力を強くする基盤づくりを
進めます

基本目標 ① 基本目標 ②

1

2

自治会町内会、地区社協等の身近な地域   
組織の充実

自治会町内会への加入促進の取組や、地区社協
の強化の取組を行います。

地域で活動している人同士のネットワーク
づくり

地区別計画の推進を通じ、地域の課題を検討
する仕組みづくりを支援します。

区・区社協・地域ケアプラザ等が連携し定期的
に地域の会合等に参加し、地域の取組を支援
します。

1 地域福祉保健活動の充実

5年間の取組の方向性

1

3

2

4

区計画
　区計画は、
○ 区域・広域で行う取組
○ 区内の地区に共通する課題への取組
○ 専門的支援が必要な取組
を進めるための計画です

　区・区社協・地域ケアプラザ（地域
包括支援センター）が、区民や区内で
活動する団体、関係機関などの皆さん
と協働して取り組んでいきます。
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